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は
じ

め
に

キ
ウ
シ
ト
は
、

ハ
ン
ノ
キ
湿
地
林
と
湿
原
(湿
生
草
原
)

か
ら
な
る
湿
地
で
あ
る
。
キ
ウ
シ
ト
は
も
と
も
と
丘
陵
縁

の
谷
に
発
達
し
て
い
た
が
、
現
在
は
周
囲
全
て
を
宅
地
で

囲
ま
れ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
か
つ
て
の
水
系
が
遮
断
さ
れ
、

断
片
化
し
、
面
積
も
四
・七
五
㎞
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
も
、
現
在
ヌ
マ
ガ
ヤ
の
優
占
す
る
湿

原
中
に
は
、
ミ
ズ
ゴ
ケ

ハ
ン
モ
ッ
ク
や
環
境
省
指
定

の

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
種
が
、
多
数
自
生
し
て
い
る
。

一
九
九
七
年
に
地
元
の
市
民
グ

ル
ー
プ
に
よ

っ
て
、
キ

ウ
シ
ト
の
湿
原
か
ら
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
つ
く
る
多
数
の

ハ
ン

モ
ッ
ク

(小
丘
)
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
情
報
は
、
湿
原

保
全
活
動
の
先
達
で
あ
る
辻
井
達

一
先
生
か
ら
、
私
に
伝

え
ら
れ
た
。
翌
年
の
一
九
九
八
年
か
ら
、
私
は
、
中
村
隆

俊
さ
ん

(現
在
東
京
農
大
生
物
生
産
学
部
講
師
)
と
、
こ

の
湿
地
の
保
全
の
た
め
の
調
査

・
研
究
を
開
始
し
た
。

次
の
文
は
最
初
の
報
告
書

(矢
部
・中
村

一
九
九
八
)

の
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ウ
シ
ト
は
原
景
観
を
保

っ
た
湿
地
で
あ
り
、
こ

の
湿
地
を
失
う
こ
と
は
、
登
別
市
の
景
観
多
様
性
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
市
は
自
然
の
財

産
を
失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
都
市
域
に
こ
の
よ

う
な
自
然
環
境
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
市
の

都
市
計
画
の
姿
勢
は
、
環
境
保
全
が
大
き
な
潮
流
に

な

っ
て
い
る
折
り
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。

当
初
こ
の
よ
う
な
希
望
的
な
観
測
を
し
て
い
た
こ
と

が
、
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
、
登
別
市
が
キ
ウ
シ
ト
の
用
地

買
収
を
始
め
る
な
ど
、
湿
地
保
全
の
動
き
が
に
わ
か
に
現

実
味
を
帯
び
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
、
短
時
間
に
急
速
な

展
開
が
起
こ

っ
た
湿
地
の
保
全
活
動
の
経
緯
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

な
ぜ
小
湿
地
を
守
ろ
う
と
す
る
の
か

北
海
道
内
に
は
、
現
在
大
小
あ
わ
せ
て

一
五
〇
程
度
の

自
然
な
湿
地
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
総
面
積
は
約
六
四
、

○
○
○
㎞
に
達
す
る

(北
海
道
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
四
)。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六
〇
年
以
前
に
は
概

算
で
二
〇
〇
、
○
○
○
㎞
も
分
布
し
て
お
り

(北
海
度
開

発
庁

一
九
六
三
)、
大
規
模
農
業
開
発
の
行
わ
れ
た

一
九

六
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
の
四
十
数
年
間
に
そ
の
七
〇
%

が
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
現
存
す
る
湿
地
総
面
積
の
九

六
%
は
標
高

一
〇
〇

m
以
下
の
ヒ
ト
の
生
活
圏
で
あ
る
低

地
に
集
中
し
て
い
る
た
め

(北
海
道
環
境
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー

二
〇
〇
四
)、大
規
模
農
地
開
発
や
都
市
化
に
伴
う

土
地
利
用
変
遷
な
ど
の
人
為
的
な
影
響
を
ま
と
も
に
受
け

た
結
果
、
湿
地
の
大
半
は
消
失
し
た
。

今
後
、
残
さ
れ
た
湿
地
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ

う
か
。
現
在
、
自
然
公
園
や
鳥
獣
保
護
区
等
の
保
護
区
は
、

湿
地
全
体
の
五
二
・
六
%
で
あ
る
が
、
釧
路
、
サ
ロ
ベ
ツ

と
キ
リ
タ
ッ
プ

の
三
大
自
然
湿
地
は
全
面
積

の
四
八

・

八
%

(三

一
、
○
○
○
㎞
)
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
保
護

区
の
割
合
は
六
九

・
四
%
と
高
率
で
あ
る

(北
海
道
環
境

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
四
)
。
一
方
、
そ
の
他
の
中

小
湿
地
は
全
体
の
三
六

・
六
%
し
か
保
護
区
と
な
っ
て
い

な
い
。
い
つ
消
失
す
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
中
小
の
湿
地
の

た
め
に
、
保
全
努
力
を
分
散
さ
せ
る
よ
り
は
、
釧
路
の
よ

う
な
大
規
模
湿
地
を
、
確
実
に
保
全
し
て
い
く
方
が
、
効

率
的
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
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物
学
的
的
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
湿
地
に
生

育
し
て
い
る
種
は
地
域
個
体
群
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の

遺
伝
子
組
成
は
湿
地
間
で
少
し
ず

つ
異
な

っ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
個
体
群
間
で
は
、
緩
や
か
な
遺

伝
子
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が

っ
て
、
中
小
の
生
育
地
と
い
え
ど
も
、

そ
れ
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
と
、
地
域
個
体
群
の
総
和
で
あ
る
種
個
体

群
の
遺
伝
子
多
様
性
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
遺
伝
子
多
様

性
の
減
少
は
、
環
境
変
化
や
病
気
に
対
す
る
適
応
力
の
低

下
を
も
た
ら
し
、
こ
の
結
果
、
種
の
絶
滅
の
危
険
性
が
高

ま
る
。
ま
た
、
群
集

・
生
態
系
の
レ
ベ
ル
か
ら
み
て
も
、

全
く
同
じ
立
地
環
境
と
群
落
を
も

っ
た
湿
原

は
な
い
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
釧
路
が
他
の
中
小
湿
地
の
群
落
多
様
性
と

そ
れ
を
支
え
る
立
地
環
境
の
変
異
を
全
て
包
含
す
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

低
地
の
中
小
湿
地
は
規
模
が
小
さ
い
こ
と

で
さ
ま
ざ
ま

な
人
為
か
く
乱
を
受
け
や
す
く
、
常
に
人
知
れ
ず
消
失
し

て
し
ま
う
危
機
を
は
ら
ん
で
い
る
。
今
後
は
道
内
各
地
に

点
在
す
る
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
湿
地
を
、

法
的
な
指
定
も
含
め
て
、
新
た
に
保
全
し
て
行
く
た
め
の

戦
略
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
近
年
道
内
各
地
の
中
小
湿
地
の
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

保
全
活
動
の
経
過

キ
ウ
シ
ト
の
発
見
か
ら
現
在
ま
で
の
歩
み
の
な
か
で
、

特
長
的
な
こ
と
は
、
第

一
に
市
民
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
活
動

の
功
績
が
大
き
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
ら
の
手
に
よ
る
湿

地
発
見
後
、
直
ち
に
保
護
の
た
め
の
活
動
を
開
始
し
、
市
、

研
究
者
や
市
民
に
働
き
か
け
を
行

っ
て
き
た
。
途
中
で
組

織
の
名
称
を
数
回
変
え
な
が
ら
も
、
現
在
も
活
動
を
継
続

し
て
い
る
。登
別
市
は
市
民
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
尊
重
し
、

そ
の
要
請
に
基
づ
い
て
旦
ハ体
的
な
保
全
活
動
を
開
始
し

た
。
そ
の
後
、
担
当
者
が
交
代
し
な
が
ら
も
、
湿
地
を
保

全
し
よ
う
と
い
う
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を
守
り
通
し
て
き

た
。
ま
た
、
市
か
ら
受
託
を
受
け
た
研
究
者
グ
ル
ー
プ
が
、

高
い
精
度
で
植
生
か
ら
水
文
化
学
環
境
ま
で
も
網
羅
し
た

調
査
を
行

い
、
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
い
た
保
全

へ
の
提

言
を
行

っ
て
き
た
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
辻
井
先
生

の
働
き
が
大
き

か

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
二
〇
〇

一
年
に
キ
ウ
シ
ト
は
新

生
物
多
様
性
国
家
戦
略
に
基
づ
く
全
国
重
要
湿
地
五
〇
〇

の
う
ち
の
ひ
と

つ
と
し
て
指
定
を
受
け
、
二
〇
〇
二
年
に

登
別
市
は
湿
地
の
保
全
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
湿
地
用

地
の
先
行
取
得
を
開
始
し
た
。
こ
れ
を
受
け
我
々
研
究
者

グ

ル
ー
プ
も
旦
ハ体
的
な
保
全
策
を
構
築
す
る
た
め
に
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
提
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か

ら
保
全
策
を
検
討
し
た
。

ワ
ラ
ミ
ズ

ゴ
ケ

ハ
ン
モ

ッ
ク

の
貴

重
性

こ

の
小

さ

な

断

片

化

湿

地

を

残

す

意

義

は

、

レ
ッ
ド

デ

ー
タ

種

が
多

数

分

布

す

る

こ

と
以

外

に
、

生
態

学

的

に

み

て
も

き

わ

め

て
高

い
。

キ

ウ

シ
ト

の

ハ
ン

モ

ッ
ク
は

、

ワ
ラ

ミ

ズ

ゴ

ケ

に
よ

っ
て

つ
く

ら

れ

て

い
る

が
、

北

海
道

の
低

地

湿
原

で

は
、

ミ

ズ

ゴ

ケ

ハ
ン

モ

ッ
ク

の
形

態

、

大

き

さ

や

構
成

種

は
地

域

に
よ

っ
て
大

き

く

異

な

っ
て

い
る

(く
鋤
げ
Φ
俸

【」
Φ
∋
=
「
gD
N
O
O
卜○
)
。

ω

道

北
～

日
本

海

側

の
湿

原

で
は

基
部

面

積

に
関

わ

り
な

く

平

坦

で

あ

り
、

②

道
東

で
は

面
積

に
応

じ

て
高

く

な
り

、

円
筒

形

で
巨

大

な

チ

ャ

ミ

ズ

ゴ

ケ

の

ハ
ン

モ

ッ
ク

(最

大

六
十

㎝
)

が
形

成

さ

れ

る

。
③

道

南

か
ら

道

央

に

か
け

て

の
西
部

太

平

洋

側

の
広

域

な

一
帯

で

は

ハ

ン

モ

ッ
ク

は

面

積

に

応

じ

て

高

く

な

り
、
小
山
型
で
中
程
度
に
隆
起
し
(四
十

㎝
)、
ワ
ラ
ミ
ズ

ゴ
ケ
が
優
占
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
太
平
洋
側
で
は
夏

季
の
霧
の
発
生
に
よ
る
蒸
発
散
量
の
減
少
が
、
頂
部
の
乾

燥
を
防
ぎ

ハ
ン
モ
ッ
ク
を
高
く
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

日
本
海
側
で
は
夏
季
の
強
い
日
照
に
よ
る
高

い
蒸
発
散
が

ミ
ズ
ゴ
ケ
に
水
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
た
め
、

ハ
ン
モ
ッ
ク

は
高
く
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。

一
九
九

七
年
以
前
は
、小
山
形
の
ワ
ラ
ミ
ズ
ゴ
ケ
ハ
ン
モ
ッ
ク
は
、

道
央
の
勇
払
で
の
み
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
キ
ウ
シ
ト
で

の
発
見
に
よ

っ
て
、
道
央
か
ら
道
南
に
か
け
て
の
太
平
洋

側
西
部

一
帯
の
形
態
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

キ
ウ
シ
ト
と
そ
の
周
辺
の
近
年
の
変
化

キ
ウ
シ
ト
は
、
ポ
ン
ヤ
ン
ケ
シ
川
が
つ
く

っ
た
沖
積
平

野

(谷
地
形
)
上
の
湿
地
で
あ
る

(図
1
)。
そ
れ
ま
で
湿

地
に
水
を
供
給
し
て
い
た
ポ
ン
ヤ
ン
ケ
シ
川
は
、

一
九
七

六
年
ま
で
に
は
流
路
を
改
変
さ
れ
、
湿
地

へ
の
水
脈
が
途

絶
え
た
。
そ
の
後
、
周
囲
の
盛
り
土
整
地
と
そ
の
後
の
住

宅
地
化
が
す
す
み
、
急
速
に
断
片
化
・小
面
積
化
し
た
(北

海
道
登
別
市

・
北
海
道
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

ニ
○
〇

二
)
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
ワ
ラ
ミ
ズ
ゴ
ケ

ハ
ン

モ
ッ
ク
や
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
種
が
現
在
ま
で
キ
ウ
シ
ト
の
湿

原
部
分
に
残
存
し
て
き
た
の
は
、
キ
ウ
シ
ト
の
北
東
縁
か

ら
少
量
の
水
が
湧
き
、
こ
の
水
が
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
分
布
域

に
供
給
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
効
果
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る

(北
海
道
登
別
市

・
北
海
道
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ニ
○

〇
三
)。

近
年
、
キ
ウ
シ
ト
は
周
辺
の
都
市
化
に
伴
い
大
き
く
衰

退
し
、
消
失

の
危
機
が
増
大
し
た
。
航
空
写
真
に
よ
る
と
、

湿
地
域
は
、

一
九
七
五
年
ま
で
は
谷
地
と
し
て
そ
の
地
形

を
保

っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
上
流

(北
部
丘
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キウシトとその周辺図1

陵
側
)
で
水
路
が
切
り
替
わ
り
、
谷
地
頭
か
ら
の
沢
水
が

湿
地
に
流
入
し
な
く
な
っ
た
。

一
九
八
五
年
ま
で
に
、
上

流
部
の
埋
め
立
て
が
終
わ
り
、
湿
地
は
縮
小
し
、
周
囲
を

全
て
宅
地
に
囲
ま
れ
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
九
七
年
ま
で
に
、
湿
地
南
側
を
東
西
に
走
る
大
排
水

路
が
、
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
湿
地
が
そ
の
大
部

分
を
失

っ
た
の
は
、
最
近
の
二
十
五
年
間
程
度
の
こ
と
で

あ
る
。
湿
原
と
湿
地
林

(
ハ
ン
ノ
キ
や
ヤ
チ
ダ
モ
)
の
分
布
か

ら
、

一
九
八
五
年
以
降
、
急
激
な
湿
地
林
の
拡
大
と
こ
れ

に
伴
う
湿
原
の
縮
小
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
湿
地
林
の
拡

大
は
、
北
部
丘
陵
側
と
湿
地
内
を
南
北
に
走
る
小
排
水
路

の
周
辺
で
顕
著
で
あ

っ
た
。
縮
小
し
た
と
は
い
え
、
キ
ウ

シ
ト
南
西
部
で
は
現
在
で
も
湿
原
が
広
が

っ
て
い
る
が
、

ワ
ラ
ミ
ズ
ゴ
ケ
ハ
ン
モ
ッ
ク
は
、
南
西
部
の
西
側
だ
け
に

分
布
し
て
お
り
、
東
側
で
は
、
か
つ
て
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
の

残
骸
と
思
わ
れ
る
小
山
が
み
ら
れ
る
。
南
西
部
東
側
の
ハ

ン
モ
ッ
ク
が
消
失
し
た
の
は
、
特
に
大
き
な
干
渉
を
受
け

た
最
近
二
十
五
年
以
内
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

最
近
二
十
五
年
間
の
大
き
な
環
境
変
化
と
し
て
、
ひ
と

つ
は
流
路
改
変
に
よ
る
流
入
水
の
遮
断
と
排
水
路
敷
設
に

よ
る
水
位
低
下
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時

に
塩
類
流
入
に
よ
る
湿
原
破
壊
も
浮
か
び
上
が

っ
て
い

る
。
北
部
丘
陵
縁
か
ら
多
量
の
O
鋤
、
]≦
ひq
、
Z
9。
、
Ω

が
湿

原
に
流
入
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
起
源
は
、

一
九
七
六
年

以
降
に
設
置
さ
れ
た
盛
り
土
内
の
埋
土
素
材
の
可
能
性
が

高
い
。
塩
類
は
、
キ
ウ
シ
ト
南
西
部
で
高
濃
度
で
あ
り
、

特
に
、
南
西
部
東
側
で
は
、
高
濃
度
の
O
o
と
竃
ひq
の
流
入

が
、
ワ
ラ
ミ
ズ
ゴ
ケ
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
消
失
を
招
い
た
可
能

性
が
高
い

(団
鋤び
Φ
卿

ワ角餌
評
鋤bρ・⊆『餌
bO
OO
卜○)
。

何
を
保
全

・
再
生

の
目
標
に
す
る
か

ハ
ン
モ
ッ
ク
や
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
種
が
生
育
し
て
い
る
と

は
い
え
、
水
脈

(ポ
ン
ヤ
ン
ケ
シ
川
)
の
断
絶
以
降
、
湿

原
の
急
速
な
樹
林
化
が
進
ん
で
し
ま

っ
た
。
今
後
と
も
何

の
手
当
も
し
な
け
れ
ば
、
キ
ウ
シ
ト
の
湿
原
が
消
失
し
て

し
ま
う
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
最
近
二
十
五
年
で
湿

原
が
樹
林
化
し
た
の
な
ら
、
二
十
五
年
前
の
湿
原
の
分
布

状
態
に
戻
し
て
や
る
こ
と
が
も
っ
と
も
妥
当
な
保
全

・
再

生
の
目
標
で
あ
ろ
う
。

二
十

五

年

前

、

キ

ウ

シ
ト

の
湿
原

が

ど

の
よ
う

な
植

生

で
あ

っ
た

か

に

つ
い
て
、

そ

の
手

が

か
り

と

な

る
よ

う

な

資

料

は
な

い
。

キ

ウ

シ

ト

の
湿

原

は
、

湧
水

が
酒
養

す

る

谷
湿

原

で
あ

り

、

こ

の
よ

う

な

湿
原

は
、

勇
払

の
柏

原

や

ウ

ト
ナ

イ

北

東

岸

で

み

る

こ
と

が

で
き

る
。

そ
れ

ら

の
湿

原

群

落

は

、

水

面

が
地

表

面

よ

り

わ
ず

か

に
高

い
状
態

で

安

定

し

て

お
り

、

オ

オ

ミ
ズ

ゴ

ケ

や

ワ
ラ

ミ
ズ

ゴ

ケ

の

ハ

ン
モ

ッ

ク
群

と

、

ヤ

チ

ス
ゲ

や

ミ

カ
ヅ

キ
グ

サ
が
優

占

す

る
草

原

が

混

在

し

て

い
る
。

こ

れ

に
対

し

て
、

キ
ウ

シ

ト

で

は
現

在

、

こ

れ

ら

よ
り

乾
生

な
生

育

地

を
好

む

ヌ

マ
ガ

ヤ
が

優

占

し

て

い
る
。

住

民

ヒ

ア
リ

ン
グ

か
ら

、

湿
原

の

水

位

は
も

っ
と
高

か

っ
た

と

い
う
証

言

が
得

ら

れ

て

い
る

の

で
、

断

言

は

で

き

な

い
が

、

ポ

ン

ヤ

ン
ケ

シ
川

が
流

入

し

て

い
た

頃

の
湿
原

の
水

位

は

、
今

よ

り
高

か

っ
た

こ

と

が
想

像

で
き

る

。

保
全

・
再
生
策

ワ
ラ
ミ
ズ
ゴ
ケ

ハ
ン
モ
ッ
ク
の
保
全

・
再
生
の
た
め
に

は
、
広
範
囲
に
水
位
を
地
表
面
付
近
ま
で
上
げ
て
、
さ
ら

に
そ
の
水
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
経
年
水

位
観
測
か
ら
夏
季
の
水
位
低
下
が
二
十

㎝
以
内
の
場
所
に

健
全
な
ワ
ラ
ミ
ズ
ゴ
ケ
が
分
布
し
て
い
る
。
キ
ウ
シ
ト
は

緩
く
傾
斜
し
た
湿
地
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
七
月
か
ら
大

排
水
路
を
堰
き
上
げ
し
、
水
位
上
昇
効
果
を
検
証
し
て
い

る
が
、
堰
き
上
げ
効
果
は
斜
面
最
下
部
に
当
た
る
大
排
水

路
岸
部
の
狭
い
範
囲
に
止
ま

っ
て
お
り
、
斜
面
の
水
位
が

広
範
囲
に
上
昇
し
た
証
拠
は
得
ら
れ
て
い
な
い

(北
海
道

登
別
市
・北
海
道
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ニ
○
〇
四
)
。
堰

高
を
上
げ
た
場
合
、
そ
の
分
だ
け
水
位
上
昇
効
果
は
よ
り

標
高
の
高
い
方
に
移
行
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合

で
も
水
位
上
昇
効
果
の
み
ら
れ
る
範
囲
は
、
大
排
水
路
際
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の
湿
地
表
面
に
限
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

(註
1
)
。

ω
湧
水
の
供
給
が
斜
面
湿
地
の
安
定
し
た
高
水
位
の
維

持
機
構
と
し
て
重
要
で
あ
る
ら
し
い
こ
と

(北
海
道
登
別

市
・北
海
道
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ニ
○
〇
四
)、
②
か
つ

て
キ
ウ
シ
ト
は
ポ
ン
ヤ
ン
ケ
シ
川
に
よ

っ
て
酒
養
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
お
よ
び
⑧
湿
原
部
分
の
水
位
は
今
よ
り
も
高

か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
三
点
の
こ
と
か
ら
、
上

流
部
の
山
際
か
ら
水
質
の
よ
い
沢
水
を
キ
ウ
シ
ト
に
流
入

さ
せ
る
こ
と
が
、
斜
面
全
体
の
水
位
を
地
表
面
付
近
ま
で

上
げ
て
、
そ
の
水
位
を
維
持
す
る
た
め
に
効
果
的
で
あ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

も
う

一
つ
の
問
題
で
あ
る
過
剰
塩
類
の
流
入
に
つ
い
て

は
、
根
本
的
な
解
決
策
で
あ
る
汚
染
土
の
除
去
は
不
可
能

な
の
で
、
今
後
も
湿
地
北
縁
に
あ
る
盛
土
か
ら
滲
出
す
る

高
濃
度
塩
類
汚
染
水
の
封
じ
込
め

(北
海
道
登
別
市

・
北

海
道
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

ニ
○
〇
四
)
を
試
行
し
て

い
く
。

キ
ウ

シ
ト

ワ
ー
キ

ン
グ

ワ
ー
キ
ン
グ
は
登
別
市
が
主
催
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
研
究
者
グ
ル
ー
プ
(植
生
、
水
文
、
水
質
、
環
境
計
測
)

が
参
加
し
、
市
民
グ

ル
ー
プ
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
な

っ
て

い
る
。

コ
ン
サ
ル
の
と
っ
た
デ
ー
タ
を
元
に
研
究
者
グ

ル
ー
プ
が
中
心
に
な
り
、
保
全
対
策
を
練
り
上
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
ワ
ー
キ
ン
グ
は
野
外
調

査
開
始
時
の
春
先
と
終
了
時
の
秋
の
二
回
行

わ
れ
て
い

る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
は
効
率
よ
く
行
わ
れ
、

コ
ン
サ
ル
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
上
の
努
力
も
あ
り
、
旦
ハ体
的
な
保
全

対
策
が
十
分
な
協
議
の
上
で
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
ワ
ー
キ
ン

グ
で
あ
る
が
、
今
後

い
つ
ま
で
継
続
し
た
ら

い
い
か
は
未

定

で

あ

る
。

利
活
用

(
公
園
化
整
備
)

登
別
市
は
、
キ
ウ
シ
ト
を
緑
地
と
し
て
保
全
す
る
た
め

に
、
キ
ウ
シ
ト
の
ほ
ぼ
全
域
の
用
地
を
取
得
し
た
。
キ
ウ
シ

ト
は
、
特
別
緑
地
保
全
地
区
と
し
て
、市
民
団
体
の
協
力
の

も
と
に
保
全
と
利
活
用
の
た
め
の
整
備
計
画
の
策
定
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
湿
原
保
全
の
専
門
家
と
し
て
、
今
後
と

も
こ
の
計
画
の
過
程
に
関
わ
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

終
わ
り
に

今
回
は
、
順
調
に
保
全
対
策
が
進
行
し
て
い
る
キ
ウ
シ

ト
を
取
り
あ
げ
た
が
、
近
隣
の
黒
松
内
町
歌
才
湿
原
で
も
、

キ
ウ
シ
ト
よ
り
も
前
か
ら
保
全
の
た
め
の
研
究
を
行

っ
て

き
た
。
歌
才
の
保
全
上
の
問
題
点
は
、
排
水
路
に
よ
る
乾

燥
と
湿
原
の
中
央
を
走
る
国
道
か
ら
の
塩
類
供
給
で
あ

る
。
こ
の
点
で
歌
才
は
キ
ウ
シ
ト
と
同
じ
よ
う
な
問
題
点

を
抱
え
た
湿
原
で
あ
る
が
、
私
が
歌
才
に
つ
い
て
こ
れ
ら

の
問
題
点
を
指
摘
し
て
改
善
を
提
言
し
て
か
ら
、
現
在
ま

で
そ
の
保
全
は
ほ
と
ん
ど
前
進
し
て
い
な
い
。
排
水
路
は

そ
の
後
さ
ら
に
排
水
効
果
が
向
上
す
る
よ
う
な
整
備
が
加

え
ら
れ
た
し
、
道
路
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
サ
ル
に

よ
る
環
境
調
査
が

一
度
行
わ
れ
た
だ
け
で
、
具
体
的
な
進

展
は
し
て
い
な
い
。
キ
ウ
シ
ト
と
歌
才
の
こ
れ
ま
で
の
経

緯
の
違
い
は
何
な
の
か
を
考
え
る
上
で
、
ひ
と
つ
思
い
当

た
る
こ
と
は
地
域
の
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
の
有
無
の
違
い

で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
登
別
市
の
「
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
会
」

が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
く
、
こ
の
会
が
今
後
も
キ

ウ
シ
ト
の
保
全
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

註1

2
年
目
の
観
測
で
は
、
堰
設
置
に
よ
る
水
位
上
昇
効

果
は
、
湿
地
斜
面
上
部
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
、
最

近
行
わ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
の
中
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
斜
面
最
下
部
に
あ
る
大
排
水
路
の
堰
上
げ

は
、
斜
面
湿
地
全
体
の
水
位
回
復
に
対
し
て
き
わ
め
て

効
果
が
高

い
こ
と
が
判
明
し
た
。
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